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「
石
の
花
」

　
　
－
前
略
－

石
語
ら
ず

旅
人
黙
す

石
動
か
ず

旅
人
　
振
り
返
ら
ず

石
と
人
と
縁
な
き
か

作
者
不
詳

石
を
以
っ
て

石
に
語
ら
せ

旅
人
を
振
り
返
ら
せ
む

　
ー
－
中
略
－

石
に
心
あ
る
咤
知
る
時

人
の
心
の
扉
は
開
か
れ

石
の
花
も
咲
く

　
ー
後
略
‐
‐
『

　
　
「
石
の
花
」
と
い
う
詩
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
佐
伯
先
生

の
ご
説
明
・
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
こ
の
詩
を
思
い
だ
し
、
語
ら
な
い

石
た
ち
が
、
何
か
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
る
と
の
思
い
に
打

た
れ
、
真
実
対
話
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　
見
学
地
に
歩
を
進
め
る
ご
と
に
、
夫
々
、
私
の
心
に
た
く
さ
ん
の
事

ど
も
が
刻
み
込
ま
れ
、
大
へ
ん
稔
り
多
い
一
日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
　
別
府
史
談
会
　
市
外
探
訪
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
松
　
　
　
卓

　
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
日
（
日
）
晴
天
の
も
と
、
別
府
史
談
会
で

は
市
外
探
訪
（
竹
田
方
面
）
が
実
施
さ
れ
、
会
員
な
ど
三
四
名
が
参
加
、

午
前
八
時
、
新
港
町
花
時
計
前
を
大
型
バ
ス
で
出
発
し
た
。
出
発
前
、

永
井
副
会
長
挨
拶
に
続
き
、
三
重
野
副
会
長
よ
り
「
西
南
戦
争
と
豊
後

の
か
か
わ
り
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
。

　
一
　
国
指
定
史
跡
「
岡
城
」
（
竹
田
市
竹
田
二
九
一
二
）

　
竹
田
に
着
い
て
案
内
者
の
竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
佐
伯
治
先

生
か
ら
岡
城
に
つ
い
て
概
路
次
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
る
。

　
岡
城
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
二
月
、
播
磨
国
三
木
城
（
兵
庫
県
）

か
ら
、
中
川
秀
成
が
総
勢
四
千
人
余
で
入
部
。
築
城
に
あ
た
り
志
賀
氏

の
館
を
仮
の
住
ま
い
と
し
、
急
ぎ
近
世
城
郭
の
形
を
整
え
た
。

　
本
丸
は
慶
長
元
年
（
一
五
丸
七
）
に
完
成
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

に
は
西
の
丸
御
殿
が
造
ら
れ
、
城
の
中
心
部
分
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
岡

城
は
、
山
城
的
殿
舎
（
御
廟
）
　
・
平
山
城
的
殿
舎
（
本
丸
、
二
の
丸
、

三
の
丸
）
　
・
平
城
的
殿
舎
（
西
の
丸
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら

が
一
体
と
な
っ
て
一
城
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
近
世
城
郭
史
上
特

異
な
城
の
在
り
よ
う
で
あ
る
。
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駐
車
場
か
ら
五
分
程
で
大
手
門
下
に
着
く
。
な
だ
ら
か
な
石
畳
遺
か

ら
急
な
石
段
を
上
が
っ
て
行
く
と
大
手
門
跡
が
あ
る
。
大
手
門
は
文
禄

三
年
中
川
氏
が
入
部
し
た
と
き
に
新
設
さ
れ
た
が
、
慶
長
十
六
年
二

六
一
回
に
現
在
の
位
置
に
変
更
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
古
い
大
手
門
遺

構
の
一
部
も
右
奥
に
残
っ
て
い
る
。

　
桜
の
馬
場
跡
の
真
っ
す
ぐ
な
通
路
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
西
中
仕
切
跡
、

太
鼓
櫓
跡
と
続
く
が
、
こ
の
付
近
は
城
内
で
最
も
通
路
巾
が
狭
い
。
こ

の
櫓
門
は
城
の
中
枢
で
あ
る
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
の
関
門
の
位
置

を
占
め
る
関
係
か
ら
、
門
番
は
、
役
職
の
持
番
が
置
か
れ
出
入
り
の
監

視
を
入
念
に
行
っ
た
と
い
う
。

　
昔
は
と
も
か
く
現
在
は
、
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
ま
た
当

日
は
紅
葉
を
求
め
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
先
客
が
訪
れ
て
い
た
。
本

丸
に
上
れ
ば
正
面
に
祖
母
・
傾
の
連
山
や
阿
蘇
五
岳
、
後
ろ
に
は
久
住

連
山
が
の
ぞ
ま
れ
、
景
色
も
大
変
よ
か
っ
た
。
滝
廉
大
郎
像
の
そ
ば
で

は
親
子
の
大
が
じ
ゃ
れ
あ
い
、
観
先
客
を
和
ま
せ
て
い
た
。

　
三
人
の
家
老
の
屋
敷
跡
、
西
の
丸
御
殿
跡
も
徐
々
に
整
備
さ
れ
つ
ヽ

あ
っ
た
が
、
発
掘
が
進
め
ば
新
た
な
遺
跡
が
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

西
の
丸
御
殿
付
近
で
昼
食
を
取
り
、
近
戸
門
跡
を
見
学
し
て
七
曲
り
の

急
坂
経
由
で
駐
車
場
に
向
か
う
。

　
二
　
竹
田
市
歴
史
資
料
館

　
最
初
に
佐
伯
先
生
の
案
内
で
、
画
聖
田
能
村
竹
田
の
絵
を
観
賞
す
る
。

竹
田
は
岡
藩
々
医
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
学
問
・
詩
文
を
藩
校
由
学

館
で
学
び
、
渕
野
真
斉
・
渡
辺
蓬
島
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
の
ち

南
画
の
最
高
峰
に
達
し
た
と
い
う
。
説
明
で
は
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た

と
さ
れ
る
竹
田
の
作
品
に
は
偽
物
が
多
い
と
の
こ
と
。

　
考
古
学
の
分
野
で
展
示
さ
れ
て
い
た
短
甲
は
、
市
内
桜
瀬
地
区
で
発

見
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
水
田
の
開
発
が
進
み
人
々
が
水
の
豊
か
な
谷
あ

い
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
五
世
紀
初
期
の
農
業
関
係
の
遺
物
も
あ
っ
た
。

天
守
閣
の
競
鉾
（
青
銅
製
）
は
、
明
治
四
年
岡
城
取
り
壊
し
の
後
中
川

神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
十
年
五
月
の
西
南
戦
争
の
際
、
神
社
が

激
戦
地
と
な
っ
た
た
め
に
重
弾
痕
が
残
っ
て
い
る
。

　
会
館
の
奥
に
は
岡
城
の
模
型
（
昭
和
四
十
五
年
製
作
）
が
置
か
れ
て

い
る
。
平
山
城
式
で
別
名
臥
牛
城
と
云
わ
れ
る
。
緒
方
三
郎
惟
栄
の
築

城
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
を
志
賀
氏
（
一
三
代
・
二
六
〇
年
間
）
、

中
川
氏
（
一
三
代
・
二
七
七
年
間
）
が
継
承
整
備
し
て
明
治
維
新
ま
で

存
続
し
た
と
い
う
。
今
日
ま
で
残
っ
て
い
れ
ば
と
悔
や
ま
れ
る
。

　
そ
の
他
楽
聖
滝
廉
太
郎
、
彫
刻
家
朝
倉
文
夫
、
軍
人
広
瀬
武
夫
な
ど

の
遺
品
や
記
録
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
三
　
願
成
院
本
堂
愛
染
堂
（
国
重
要
指
定
文
化
財
）
竹
田
市
竹
田

　
愛
染
堂
は
廉
太
郎
ト
ン
ネ
ル
（
メ
ロ
デ
ィ
ト
ン
ネ
ル
）
を
抜
け
て
坂
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道
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
当
山
の
後
藤
和
尚
さ
ん
よ
り
説
明
を
受

け
る
。
こ
の
愛
染
堂
は
、
寛
文
二
年
（
一
六
三
五
）
に
二
代
久
盛
公
が

当
地
に
あ
っ
た
八
幡
山
大
勝
院
（
明
治
八
年
神
仏
分
離
に
よ
り
廃
寺
）

に
愛
染
明
王
を
本
尊
と
し
て
建
立
し
た
も
の
で
、
現
在
は
大
勝
院
廃
寺

の
後
に
岡
城
よ
り
移
転
し
た
願
成
院
本
堂
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
堂
は
、
木
造
・
単
胴
・
宝
形
造
・
本
瓦
葺
の
三
間
堂
で
、
堂
内
は
一

室
で
住
が
な
く
、
組
物
な
ど
に
細
工
が
施
さ
れ
た
竹
田
市
最
古
の
建
造

物
で
あ
る
。
内
部
の
格
天
井
、
壁
面
の
飛
天
な
ど
の
文
様
は
建
物
と
同

時
代
の
も
の
で
、
極
彩
色
で
華
や
か
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
軒
下
の

四
隅
に
あ
る
天
邪
鬼
は
、
左
甚
五
郎
の
作
と
云
わ
れ
て
い
る
。
附
指
定

さ
れ
た
棟
札
に
は
、
天
保
二
年
九
月
の
修
理
銘
が
残
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
現
在
堂
内
に
は
大
日
如
来
、
愛
染
明
王
、
虚
空
蔵
菩
薩
、

不
動
明
王
、
十
一
面
観
音
菩
薩
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
四
　
久
住
高
原
あ
ざ
み
台

　
最
後
の
見
学
地
「
あ
ざ
み
台
」
で
景
色
を
眺
め
る
。
標
高
一
〇
三
八

メ
ー
ト
ル
、
三
六
〇
度
視
界
が
ひ
ら
け
て
お
り
、
南
に
阿
蘇
五
岳
、
振

り
向
け
ば
久
住
連
山
が
一
望
で
き
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
見

直
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
く
に
立
て
ら
れ
て
い
る
ロ
マ
ン
派
歌
人
与
謝

野
晶
子
の
歌
碑
に
目
を
向
け
る
。

　
久
仕
出
阿
蘇
の
さ
か
ひ
を
す
る
谷
の

　
　
　
　
外
は
ひ
だ
さ
え
無
き
裾
野
か
な

　
特
産
品
売
り
場
で
買
い
物
を
す
ま
せ
、
帰
り
の
準
備
を
す
る
。
長
者

原
経
由
、
一
行
は
一
七
時
こ
ろ
無
事
別
府
へ
帰
着
し
た
。

岡城址にて
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